
タイトル

「持続可能な地域を支える自治体職員とは？」

講師：白川 由利枝 氏（仙台市若林区長）

◆日時 2019年６月５日（水）18時15分～19時30分

◆場所 東北学院大学 泉キャンパス ２号館５階 256教室

◆対象 COC+参加大学の学生、教職員、事業協働機関関係者

【問い合わせ先】地域協働教育推進機構（COC+） 電話：022-264-6328 E-mail：jimu@miyagi-coc.jp 

宮城県内の12高等教育機関（東北学院大学、宮城教育大学、東北工業大学、石巻専修大学、尚絅学院大学、仙台大学、仙台白百合女子大学、
東北生活文化大学、宮城学院女子大学、聖和学園短期大学、東北生活文化大学短期大学部、仙台高等専門学校）、宮城県・仙台市及び企業・団体
が連携して行う文部科学省事業「みやぎ・せんだい協働教育基盤による地域高度人材の育成」の一環で開催します。

◆申込 以下URLかQRコードより要申込 【〆切：６月４日17時】
https://forms.gle/Q1i26JouUPvnvh1y6

「地域の課題Ⅰ（地域企業版）」の講義では、企業を取り巻く社会環境として地域や地域経済

を理解し、地域企業の現状分析や将来像設定、課題抽出に取り組んでいます。

この研究会では、社会環境の理解を深めるため、自治体職員がどのように地域の将来を描き、その

課題解決に取り組んでいるのか、その思考や役割等について伺います。

地域の課題Ⅰ（地域企業版）研究会

【プロフィール】
東北大学経済学部を卒業後、仙台市役所に入庁。生活保護のケースワーカーをスタートに、広報・
まちづくり・市民協働推進など、市民の暮らしに寄り添う現場に長くかかわり、2017年4月より現職。

【キーワード】

複雑な地域課題

つながりの中から読み解く新しいレンズ

タテワリ組織に横串を刺す

新しい時代を担う越境公務員
は み だ し


